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本名：菅野雅一（かんの・まさかず）
昭和33年（1958年）、神戸市生まれ。上
智大学文学部新聞学科卒業。昭和60
年に産経新聞社に入社。平成27年1月
に退社し、同年4月の市議選に初当選。
31年4月の市議選で再選。保守系で政
党無所属。「会派・ぜんしん」メンバー。ち
どり保育園を経営する社会福祉法人真
砂理事長。NPO法人海浜の自然環境を
守る会副理事長。防災士。保育士。

●詳しい政策はホームページへ

《MAIL》 info@kannomasakazu.com

次号は令和5年5月の発行予定です

ごみの減量のため、不要になった家具や家電製品などで使用可能な物
を廃棄せず、再利用する取り組みを表す言葉として使われます。西宮
市は一般廃棄物処理基本計画に定める基本方針の1つとしてリデュー
ス（発生抑制）とともに優先的な実践を推奨。市民のリユース活動を促
進し、粗大ごみの発生を抑制するため、民間企業が展開するさまざま
なプラットフォームを活用することにし、令和4年10月に「メルカリ」「ジ
モティー」「おいくら」の運営会社とそれぞれ連携協定を結びました。

リユース（再利用）とは何？言葉の解説

〒663-8153 西宮市南甲子園3丁目4-51-101

西宮市政報告「かんの新聞」は年間4回、発行し、南甲子園地区（市
立南甲子園小学校の校区など）と周辺地域を中心に各戸配布し、西宮市内に配

達する産経新聞朝刊に折り込みとして入れます。それ以外の方、ビラ配布禁止の集
合住宅にお住まいの方、確実に入手したい方には定期的に送付します。下記●印の
必要事項を記載いただき、お申し込みください。市政へのご意見、ご要望や「かんの新
聞」のご感想もお書きいただければ、うれしいです。「かんの新聞」のバックナンバーを
ご希望の方もご連絡ください。

メール・FAXでのお申し込みは
本紙最下段に記載の宛先まで

●「定期送付希望」●郵便番号●ご住所●お名前●ご連絡先電話番号●メールアドレス

〒663-8153西宮市南甲子園3丁目4-51-101
かんの雅一宛はがき宛先

コロナ禍や物価高が私たちの暮らしにさまざまな
悪影響を与えています。感染への不安や体調、仕
事、経済的な問題、家庭の問題をはじめ、色々な事
情でつらい思いをされている方が多いと思います。
悩みを抱え込まないでください。いつでもいいので
私に電話してください。一緒に考えましょう。
私の連絡先はこのページの下に記載しています。
メールやFAXでも結構です。
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西宮市政報告

かんの雅一

毎
日
の
体
重
測
定
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を

福
尾
惠
介
教
授（　
　
　
　
　

 

）イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

私
は
令
和
４
年
11
月
、武
庫
川
女
子
大
学
栄
養

科
学
研
究
所
所
長
の
福
尾
惠
介
教
授
に
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
健
康
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま

し
た
。福
尾
教
授
は
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
を
自
粛
す
る

高
齢
者
の
多
く
で
食
欲
不
振
に
よ
る
低
栄
養
か
ら

気
づ
か
な
い
う
ち
に
体
重
が
減
少
し
、フ
レ
イ
ル
が

進
行
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
。「
毎

日
、体
重
を
測
定
し
、健
康
に
深
刻
な
影
響
を
も
た

ら
す
低
栄
養
を
早
く
見
つ
け
て
ほ
し
い
」と
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。＝
２
面
に
関
連
記
事

フ
レ
イ
ル
は
健
常
な
状
態
と
要
介
護
状

態
と
の
中
間
の
状
態
と
し
て
、日
本
老
年
医

学
会
が
平
成
26
年
に
提
唱
し
た
概
念
で
す
。

❶
６
か
月
で
２
キ
ロ
以
上
の
意
図
し
な
い

体
重
減
少
❷
筋
力
の
低
下（
握
力
が
男
性

で
28
キ
ロ
未
満
、女
性
で
18
キ
ロ
未
満
）

❸
疲
れ
や
す
い
❹
歩
行
速
度
の
低
下（
通

常
歩
行
速
度
が
毎
秒
１
メ
ー
ト
ル
未
満
）

❺
身
体
活
動
量
の
低
下
―
の
５
項
目
の

う
ち
３
項
目
以
上
が
該
当
す
る
と
、フ
レ

イ
ル
と
判
定
さ
れ
ま
す
。

福
尾
教
授
は「『
痩
せ
る
と
健
康
に
な

る
』と
一
般
的
に
信
じ
ら
れ
て
い
る
が
、高

齢
者
の
場
合
は
違
う
。痩
せ
れ
ば
、筋
肉

量
が
低
下
し
て
フ
レ
イ
ル
や
寝
た
き
り
に

つ
な
が
り
、死
亡
リ
ス
ク
が
高
ま
る
」と
強

調
。「
過
去
の
調
査
か
ら
西
宮
市
の
在
宅

高
齢
者
の
30
〜
40
％
は
低
栄
養
の
リ
ス

ク
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
」と
話

し
ま
し
た
。

特
に
、１
人
暮
ら
し
の
高
齢
男
性
に
お
い

て
外
出
自
粛
に
よ
る
運
動
量
の
低
下
や
精

まさかず

コロナ禍で多くの人にフレイル進行の可能性

高齢者は気づかない体重減少に注意を

神
状
態
の
悪
化
か
ら
食
欲
の
低
下
が

目
立
つ
と
い
い
ま
す
。「
食
欲
の
低
下
で

低
栄
養
に
陥
っ
て
も
本
人
は
気
づ
か
な

い
こ
と
が
多
い
。こ
の
た
め
、低
栄
養
に

よ
る
筋
肉
量
の
減
少
と
免
疫
力
の
低

下
が
知
ら
な
い
う
ち
に
進
行
し
て
し
ま

う
」と
話
し
ま
し
た
。

「
家
庭
で
唯
一
、低
栄
養
を
発
見
す

る
方
法
は
毎
日
の
体
重
測
定
だ
」と
指

摘
し
た
う
え
で
、❶
魚
類
❷
肉
類
❸
卵

❹
牛
乳・乳
製
品
❺
大
豆・大
豆
製
品

❻
イ
モ
類
❼
油
脂
類
❽
緑
黄
色
野
菜
❾

果
物
10
海
藻
類
―
の
10
品
目
を
バ
ラ
ン
ス

良
く
と
る
こ
と
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

そ
の
う
え
で
、フ
レ
イ
ル
予
防
の
４
つ

の
柱
と
し
て
❶
栄
養（
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
。し
っ
か
り
食
べ
る
）❷
身
体
活
動

（
運
動
習
慣
の
定
着
。10
分
多
く
体
を
動

か
す
）❸
お
口
の
健
康（
口
腔
ケ
ア
、定
期

健
診
、口
腔
体
操
）❹
社
会
参
加（
趣
味
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・就
労
、地
域
の
人
と
の
交

流
）―
の
大
切
さ
を
強
調
し
ま
し
た
。

西
宮
市
は
令
和
２
年
、武
庫
川
女
子
大

学
栄
養
科
学
研
究
所
と
包
括
連
携
協
定

を
結
び
、在
宅
高
齢
者
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
と
の
共
存
下
で
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま

な
栄
養
に
関
す
る
課
題
な
ど
を
明
ら
か
に

す
る
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
か
ん
の
雅
一
＝
池
開
町

■白水峡公園墓地で整備中の合葬式墓地＝山口町中野

武
庫
川
女
子
大
学

栄
養
科
学
研
究
所
所
長

問
い
合
わ
せ
先
は
市
斎
園
管
理
課

☎
０
７
９
８・３
５・３
２
９
６

西宮市議会議員

白
水
峡
公
園
墓
地
に
整
備
中
の
合
葬
式
墓
地

市
は
白
水
峡
公
園
墓
地（
山
口
町
中

野
）に
整
備
中
の
合
葬
式
墓
地
の
募
集
概

要
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。合
葬
室
の
使
用

料
は
遺
骨
１
体
に
つ
き
５
万
円
と
し
、10

月
に
募
集
受
付
を
始
め
、令
和
６
年
４
月

に
供
用
を
開
始
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

ま
す
。詳
細
は
市
議
会
３
月
定
例
会
で
の

関
係
条
例
の
改
正
案
や
予
算
案
の
可
決

を
経
て
決
め
ま
す
。

合
葬
式
墓
地
は
個
人
墓
や
納
骨
堂
と

違
い
、遺
骨
を
共
同
の
合
葬
室
な
ど
に
納

め
、共
通
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
参
拝
す
る

形
式
。墓
石
の
建
立
や
維
持
管
理
の
必
要

が
な
く
、個
人
墓
よ
り
安
価
に
納
骨
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

納
骨
後
は
墓
地
の
使
用
名
義
の
変
更

を
伴
う
次
の
世
代
へ
の
承
継
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。急
増
す
る
墓
じ
ま

い
の
需
要
に
対
応
す
る
も
の
で
、

後
継
者
が
い
な
い
場
合
で
も
無

縁
墓
と
な
る
こ
と
は
な
く
、安

心
し
て
納
骨
で
き
る
こ
と
が
特

徴
で
す
。

市
は
白
水
峡
公
園
墓
地
の
中

央
園
地
の
一
部
を
使
っ
て
合
葬

式
墓
地
を
整
備
し
て
い
ま
す
。鉄

骨
造
平
屋
建
て
約
２
２
５
平
方

メ
ー
ト
ル
の
合
葬
棟
を
建
設
。

こ
の
中
に
納
骨
袋
に
入
れ
て
１
万
体
ま
で

納
め
ら
れ
る
合
葬
室
と
、１
５
０
０
体
ま

で
骨
壺
の
ま
ま
で
個
別
に
一
定
期
間
、安
置

で
き
る
個
別
安
置
室
を
設
け
ま
す
。

概
要
案
で
は
、使
用
対
象
者
と
し
て
応

募
で
き
る
の
は
❶
西
宮
市
民
の
場
合
、埋

蔵
す
る
た
め
の
焼
骨
を
持
っ
て
い
る
人
と

自
分
の
死
後
に
焼
骨
の
埋
蔵
を
希
望
し

て
い
る
人
❷
西
宮
市
民
以
外
の
場
合
、生

前
に
西
宮
市
民
だ
っ
た
人
の
焼
骨
を
持
っ

て
い
る
人
❸
西
宮
市
立
墓
園
の
墓
地
や

納
骨
堂
に
埋
蔵
し
て
い
る
焼
骨
の
改
葬
を

希
望
し
て
い
る
人
。

概
要
案
で
は
、使
用
料
を
他
市
の
事
例

も
参
考
に
し
て
設
定
。遺
骨
を
他
の
遺
骨

と
と
も
に
埋
蔵
す
る
合
葬
室
に
つ
い
て
は

1
体
に
つ
き
５
万
円
、遺
骨
を
個
別
安
置

室
で
10
年
間
、安
置
し
た
後
に

合
葬
室
に
埋
蔵
す
る
場
合
は
1

体
に
つ
き
10
万
円
、合
葬
式
墓

地
に
遺
骨
を
埋
蔵
さ
れ
た
人
の

氏
名
な
ど
を
記
し
た
プ
レ
ー
ト

を
記
名
板
に
設
置
す
る
料
金
は

1
件
に
つ
き
３
万
円
と
し
て
い

ま
す
。

募
集
概
要
案
ま
と
ま
る

10
月
に
受
付
開
始
へ

合葬室の使用料は５万円

■
か
ん
の
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
る
福
尾
惠
介
教
授
＝
池
開
町
の
武
庫
川
女
子
大
学



か ん の 新 聞  2面か ん の 新 聞  3面 2023年（令和5年）2月発行 2023年（令和5年）2月発行

―
コ
ロ
ナ
禍
が
高
齢
者
の
健
康
に
ど
の

よ
う
な
悪
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
か
。

「
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
外
出
自
粛
が
高
齢

者
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。例
え
ば
、運
動
不
足
に
よ
る
筋
肉
量

の
低
下
だ
。コ
ロ
ナ
禍
前
の
調
査
で
西
宮

市
の
高
齢
者
の
約
40
％
が
加
齢
な
ど
に

よ
り
全
身
の
筋
肉
量
が
低
下
す
る
サ
ル

コ
ペ
ニ
ア
か
、サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
の
疑
い
が
あ

る
状
態
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
は
フ
レ
イ
ル
に
つ
な
が
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
そ
の
状
態
が
悪
化
し
て
い
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
」

―
そ
れ
は
深
刻
で
す
ね
。

「
こ
う
し
た
問
題
は
今
後
、顕
在
化
し

そ
う
だ
。転
倒
な
ど
の
老
年
症
候
群
や
要

介
護
の
高
齢
者
が
増
え
る
可
能
性
が
あ

る
。健
康
診
断
の
受
診
率
や
か
か
り
つ
け

医
の
受
診
率
が
低
下
し
て
お
り
、高
齢
者

が
持
病
を
悪
化
さ
せ
る
ケ
ー
ス
が
増
え

る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
」

―
外
出
自
粛
の
悪
影
響
は
多
方
面
に
及

び
そ
う
で
す
ね
。

「
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
助
け
、骨
粗
し

ょ
う
症
を
防
ぐ
ビ
タ
ミ
ン
D
の
不
足
も
心

配
し
て
い
る
。ビ
タ
ミ
ン
D
は
日
光
を
浴
び

る
こ
と
で
体
内
で
生
成
さ
れ
る
が
、室
内

ば
か
り
に
い
れ
ば
、生
成
が
阻
害
さ
れ
る
。

そ
の
一
方
で
日
光
の
浴
び
過
ぎ
は
皮
膚
が

ん
な
ど
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
の
で
注
意
が

必
要
だ
」

福
尾
惠
介
氏（
ふ
く
お・け
い
す
け
）の
略
歴

大
阪
府
生
ま
れ
。鳥
取
大
学
医
学
部
卒

業
。大
阪
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

講
師（
加
齢
医
学
講
座
）、同
大
大
学
院

助
教
授
な
ど
を
経
て
平
成
15
年
か
ら
武

庫
川
女
子
大
学
生
活
環
境
学
部（
現
・
食

物
栄
養
科
学
部
）教
授
。24
年
か
ら
同
大

栄
養
科
学
研
究
所
所
長
。研
究
分
野
は
老

年
医
学
と
臨
床
栄
養
学
。医
学
博
士
。

防
潮
ラ
イ
ン
を
海
側
へ
展
開

津
波
や
高
潮
に
よ
る
被
害
の
減
少
を
図
る

兵
庫
県
は
令
和
５
年
度
に
今
津
港
の
新

し
い
新
川
水
門
に
隣
接
す
る
臨
港
道
路
今

津
線
を
最
高
で
1.1
メ
ー
ト
ル
か
さ
上
げ
し

て
大
阪
湾
最
低
潮
位（
O
P
）５・77
メ
ー

ト
ル
と
す
る
工
事
を
実
施
し
ま
す
。津
波

や
高
潮
を
防
ぐ
防
潮
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
新

し
い
新
川
水
門
と
甲
子
園
浜
海
浜
公
園
に

隣
接
す
る
防
潮
堤
を
結
ぶ
線
ま
で
海
側
に

展
開
さ
せ
、津
波
や
高
潮
に
よ
る
被
害
を

減
少
さ
せ
る
の
が
狙
い
。

こ
の
事
業
は
県
に
よ
る
津
波
防
災
イ
ン

フ
ラ
整
備
計
画
と
高
潮
対
策
10
箇
年
計
画

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。新
し
い
新
川

水
門
の
完
成
に
続
き
、新
川
東
川
統
合
排

水
機
場
や
流
入
水
路
な
ど
を
整
備
し
ま

す
。令
和
８
年
度
末
ま
で
に
全
施
設
を
完

成
さ
せ
る
予
定
。

県
は
こ
の
事
業
に
よ
っ
て
今
後
30
年
以

内
に
70
〜
80
％
の
確
率
で
起
こ
る
と
さ
れ

て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
る
津

波
が
発
生
し
て
も
、今
津
や
南
甲
子
園
の

住
宅
地
域
の
浸
水
の
深
さ
を
避
難
行
動
が

と
れ
る
30
セ
ン
チ
未
満
に
低
減
で
き
る
と

し
て
い
ま
す
。

臨
港
道
路
今
津
線
の
工
事
に
つ
い
て
は

北
側
は
約
90
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
、南
側

は
約
60
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

緩
や
か
な
勾
配
に
し
て
最
高
地
点
で
1.1
メ

ー
ト
ル
ま
で
の
か
さ
上
げ
を
行
う
計
画
。

か
さ
上
げ
に
伴
っ
て
発
生
す
る
臨
港
道
路

の
最
大
斜
度
は
約
2.4
％
と
し
て
い
ま
す
。工

事
期
間
は
約
６
か
月
と
し
て
お
り
、片
側

の
車
線
ご
と
に
実
施
し
ま
す
。

今津灯台を移設へ
かんの
コラム

31

兵庫県は令和５年度前
半に今津灯台を新しい新
川水門より海側に移設する
方針を固めました。今津灯
台の文化財としての価値を
重視して上部の木造部を
解体せずに、クレーン車で
釣り上げて台船に載せ、約
１６０メートル離れた移設
先まで海上輸送する計画。

この事業は県による南海トラフ巨大地震を想定した津波防災イン
フラ整備計画と平成３０年の台風２１号の被害を受けて策定した高
潮対策１０箇年計画の一環。

この事業によって今津灯台の海側に新しい新川水門を建設したの
をはじめ、今津灯台の現在地に新川と東川の河川水を海に排出する
統合排水機場のための流入水路を整備するため、今津灯台を移設す
る必要があります。

今津灯台を所有する大関株式会社は灯台としての機能を維持さ
せたい意向であり、県は機能維持のため、今津灯台を新しい新川水
門の海側の国有地で県が管理する土地に移設することを決めまし
た。文化財としての価値を重視する西宮市の方針を尊重して木造部
について解体による移設をしないことにしました。

今津灯台は上部の高さ約６メートルの木造部と石垣などでできて
いる下部の高さ約１.６メートルの

 きだん 
基壇で構成されています。

計画では、木造部をクレーン車で釣り上げて台船に載せ、移設先ま
で海上輸送。基壇は解体し、石材を陸送します。移設先で基壇を組み
立てたうえ、木造部を載せることにしています。移設の工事期間は約
６か月。

移設先では、今津灯台の周囲に芝生やマツを植え、公園のように整
備する方針。市は移設に合わせて文化財としての調査をすることにして
おり、基壇下の地下部分に杭などがないかを調べることにしています。

木造最古の現役灯台である今津灯台は文化７年（１８１０年）、大
関酒造の

 おさべ  
長部家５代目の長兵衛が私財を投じて創建。現存する今津

灯台は安政５年（１８５８年）に６代目の文次郎が再建し、その後も修
復を重ねながら江戸時代の姿を今に伝えています。現在の位置は創
建当時とほぼ同じとされています。

今津灯台は昭和４３年、航路標識として海上保安庁から正式に承
認された民営灯台になりました。昭和４９年には、西宮市指定重要有
形文化財になりました。西宮観光３０選にも選ばれています。

木造部を解体せず台船で海上輸送

新しい新川水門に隣接の
臨港道路をかさ上げ

兵庫県が
令和５年度

兵庫県
令和５年度
前半に

《筋肉量の低下や持病の悪化》ビタミンDの不足も心配

外
出
自
粛
が
高
齢
者
の
健
康
に
悪
影
響

福
尾
惠
介
教
授
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

■福尾惠介教授（左）とかんの＝池開町の武庫川女子大学

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

な
り
手
不
足
が
深
刻
化

《欠員数が過去最多の128人》市が対策を検討

武
庫
川
女
子
大
学
栄
養
科
学
研
究
所

１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
対
す
る
栄

養
支
援
活
動
な
ど
を
進
め
た
武
庫
川
女

子
大
学
高
齢
者
栄
養
科
学
研
究
セ
ン
タ

ー
を
母
体
と
し
て
平
成
24
年
に
同
大
学

内
に
設
立
。高
齢
者
栄
養
科
学
部
門
と
食

品
栄
養
部
門
、栄
養
支
援
科
学
部
門
、食

育
・
人
材
育
成
研
究
部
門
、認
知
症
予
防

研
究
部
門
の
５
部
門
で
構
成
す
る
。基
本

理
念・目
的
は
将
来
の
地
域
医
療
を
支
え

る
人
材
育
成
と
先
進
的
栄
養
学
的
研
究
、

地
域
社
会
へ
の
貢
献
。

市
は
令
和
４
年
12
月
の
民
生
委
員・児

童
委
員
の
改
選
に
伴
い
、い

し
ょ
く

委
嘱
さ
れ
た
民

生
委
員・児
童
委
員
数
が
６
０
６
人
に
と

ど
ま
り
、欠
員
数
が
過
去
最
多
の
１
２
８

人
で
定
数
全
体
の
17
・４
％
に
達
し
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻
な
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
は
民
生
委
員
法
に
基
づ
き
、

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、児
童
福

祉
法
に
定
め
る
児
童
委
員
も
兼
ね
ま
す
。

民
生
委
員・児
童
委
員
は
特
別
職
の
地
方

公
務
員（
非
常
勤
）で
、住
民
の
中
か
ら
自

治
会
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
地
域

の
推
薦
な
ど
に
よ
っ
て
選
ば
れ
ま
す
。

民
生
委
員・児
童
委
員
の
主
な
職
務
は

❶
住
民
に
最
も
近
い
立
場
で
子
供
か
ら

高
齢
者
ま
で
幅
広
い
人
た
ち
を
対
象
に

見
守
り
や
相
談
・
支
援
活
動
、情
報
提
供

を
行
う
❷
地
域
住
民
か
ら
の
相
談
を
適

切
な
行
政
機
関
に
つ
な
げ
る
パ
イ
プ
役
を

担
う
―
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。本
市
独

自
の
仕
事
と
し
て
は
、高
齢
者
宅
を
訪
問

す
る「
高
齢
者
実
態
把
握
調
査
」と
、乳
児

が
い
る
家
庭
を
訪
問
す
る「
健
や
か
赤
ち

ゃ
ん
訪
問
」が
あ
り
ま
す
。

今
回
、委
嘱
さ
れ
た
６
０
６
人
の
平
均

年
齢
は
65・４
歳
で
、男
性
が
96
人
、女
性

が
５
１
０
人
。３
年
前
の
前
回
の
改
選
時

の
欠
員
数
は
89
人
で
あ
り
、今
回
は
大
幅

に
増
え
ま
し
た
。

市
は
欠
員
が
増
え
た
こ
と
に
つ
い
て

「
全
国
的
な
傾
向
」と
し
た
う
え
で
、❶
地

域
に
関
わ
る
こ
と
を
避
け
る
人
が
増
え

る
な
ど
の
個
人
の
価
値
観
の
変
化
❷
仕

事
を
も
つ
高
齢
者
が
増
え
、地
域
活
動
の

た
め
の
時
間
的
な
余
裕
が
な
く
な
る
な

ど
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
―
な
ど
が

原
因
と
し
て
い
ま
す
。高
齢
化
率
の
高
い

公
営
住
宅
や
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
、商
業
地

域
で
欠
員
が
多
い
と
し
て
い
ま
す
。

市
は「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
い
う

地
域
と
行
政
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
が
い
な

け
れ
ば
、住
民
が
相
談
支
援
機
関
と
つ
な

が
ら
ず
地
域
の
中
で
悩
み
や
問
題
を
抱

え
込
ん
だ
ま
ま
に
な
り
、深
刻
な
事
態
に

な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
か
ね
な
い
」と
み
て

お
り
、民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
の

負
担
軽
減
を
含
め
た
、な
り
手
不
足
の
解

消
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

主
な
一
問
一
答

■かさ上げされる臨港道路今津線＝今津真砂町

■今津灯台＝今津西浜町


